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横浜青年

夏
期
休
暇
を
利
用
し
て

ド
イ
ツ
に
行
っ
て
来

た
。
今
年
は
雨
が
少
な

く
、
ラ
イ
ン
川
も
水
位

が
低
い
そ
う
だ
。
芝
生

は
茶
色
く
、
広
大
な
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
は
枯
れ

て
い
た
。
一
方
テ
レ
ビ
で
は
、
パ
キ

ス
タ
ン
の
洪
水
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ

て
い
た
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

の
ぞ
い
て
み
る
と
、
日
本
と
は
そ
れ

ほ
ど
変
わ
ら
な
い
野
菜
が
並
ん
で
い

た
▼
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
の
は
ビ

ニ
ー
ル
を
ほ
と
ん
ど
使
っ
て
い
な
い

こ
と
。
日
本
の
昔
の
八
百
屋
さ
ん
の

よ
う
に
、
一
つ
ず
つ
山
積
み
に
な
っ

て
店
頭
に
並
ん
で
い
た
。
ビ
ニ
ー
ル

の
包
装
の
場
合
は
、
そ
こ
か
ら
出
す

手
間
が
か
か
り
、
家
庭
の
人
数
に
合

わ
せ
て
個
数
を
調
整
し
に
く
い
こ
と

も
あ
る
。
何
よ
り
も
ゴ
ミ
の
問
題
が

気
に
な
る
。
厳
し
い
と
う
わ
さ
の
あ

る
ド
イ
ツ
の
ゴ
ミ
の
分
別
に
つ
い
て

は
、
今
で
は
日
本
も
す
す
ん
で
い
る

の
で
、
特
に
大
変
で
は
な
か
っ
た
▼

そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
こ
と
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
が
垣
間
見
え
た
。
街
の
あ
ち

ら
こ
ち
ら
に
黄
色
と
水
色
の
旗
が
掲

げ
ら
れ
て
い
て
、
ケ
ル
ン
、
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
な
ど
の
大
き
な
駅
に
は
ウ
ク
ラ

イ
ナ
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
予
約
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
駅

に
近
い
ホ
テ
ル
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難

民
の
宿
泊
所
に
な
っ
て
い
た
。
現
地

在
住
の
日
本
人
に
よ
る
と
ウ
ク
ラ
イ

ナ
か
ら
来
た
人
は
す
ぐ
に
分
か
る
と

言
っ
て
い
た
。「
お
ば
あ
さ
ん
、
お

母
さ
ん
、
子
ど
も
が
一
緒
で
、
悲
し

そ
う
な
、
不
安
な
表
情
を
し
て
い
る

か
ら
」と
▼「
日
本
が
攻
め
ら
れ
た
ら

ど
う
し
よ
う
」で
は
な
く
て
、
ま
ず

「
攻
め
て
は
な
ら
な
い
」と
い
う
前
提

で
、
憲
法
９
条
を
固
く
守
る
こ
と
を

胸
に
刻
ん
だ
。

�

（
弥
）

　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
に
て
、
環

境
と
気
候
変
動
プ
ロ
グ
ラ
ム「I am

 for Zero 
W

aste

」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

で
き
る
だ
け
廃
棄
物
の
無
駄
を
無
く
す
行
動
を

し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
活
動
を

通
し「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
」に
つ
い
て
共
に
考

え
、
環
境
保
護
に
つ
い
て
の
意
識
を
高
め
、
持

続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
こ
う
と

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

世
界
で
は
、
年
間
約
21
億
ト
ン
の
ゴ
ミ
が
排

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
て
い
る
ゴ
ミ
は
３
億
２
３
０
０
万
ト
ン（
２

０
２
２
年
時
点
）で
、
わ
ず
か
の
量
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
近
年
多
く
な
っ
て
い
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が
含
ま
れ
る
ゴ
ミ
は
、
適
切
な

回
収
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
海
に
流
れ

出
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
、
海
洋
汚
染
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
て
い
こ
う
と
横
浜

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
８
月
か
ら
毎
月
テ
ー
マ
を
決

め
て「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
」に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
８
月
は「
マ
イ
ボ
ト
ル
を
も
っ
て
い
こ

う
！
」を
掲
げ
、
各
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
て
呼
び
掛
け

を
行
い
、
夏
の
す
べ
て
の
キ
ャ
ン
プ
に
て
取
り

組
み（
関
連
記
事
下
段
左
）、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標

14「
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
」に
つ
な
が
り
ま
し

た
。９
月
は「
使
っ
て
い
な
い
電
気
は
消
そ
う
！
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
７「
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
に 

そ
し
て
ク
リ
ー
ン
に
」

を
推
進
す
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

　

10
月
は「
食
品
ロ
ス
削
減
月
間
」と
し
て
取
り
組

み
ま
す
。
10
月
30
日
は「
食
品
ロ
ス
削
減
の
日
」と

な
っ
て
い
ま
す
。
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
も
食
品
ロ

ス
削
減
に
つ
い
て
考
え
、取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
委
員
会
を
中
心
に
企
画
運
営
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
一
人
が
出
来
る
小
さ
な
取
り

組
み
を
一
人
か
ら
二
人
へ
、
二
人
か
ら
三
人

へ
と
広
げ
、
地
球
環
境
を
守
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。�
（
文
責　

編
集
部
）

「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
」
の
取
り
組
み
推
進
し

地
球
環
境
を
守
り
、
子
ど
も
の
未
来
を
守
る

　
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
創
立
１
５
０
周
年
（
２
０
３
４
年
）
に
向
け
た
、
将
来
計
画
「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

２
０

３
４
」
の
ひ
と
つ
に
あ
る
地
域
や
世
界
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
つ
な
が
り
、
持
続
可
能
な
社
会
・
地
球
共
生
社
会
を
実

現
す
る
た
め
の
地
球
規
模
の
視
野
を
持
ち
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
を
強
め
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
ア
ジ
ア
に
あ
る
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
取
り
組
む
環
境
と
気
候
変
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
「I am

 for Zero 
W

aste

」（
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
）
に
つ
い
て
共
に
考
え
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　横浜 YMCA の保育事業では、地球環境に
優しい洗剤などを利用し、日ごろから地球
環 境 を 守 る 取 り 組 み を 進 め て い ま す。
YMCA オベリン保育園では、さらに栄養士
からの提案でコンポスト（compost= 堆肥）
の取り組みを進めています。給食における
生ごみを有機物や微生物の働きを活用し、
発酵・分解させ堆肥として保育園の花壇や
畑に利用していく取
り組みを進めていま
す。子ど もたちとと
もに地球環境を守る
ことについて考えて
いく機会とします。

　横浜市生麦地域ケアプラザでは、園芸ボ
ランティアが 5 月に植えたゴーヤが成長し、
グリーンカーテンが出来上がりました。ゴー
ヤは、種から育てた苗を玄関横のプランター
に植えました。園芸ボランティアとともに
地域の方の水やりへの協力もあり、ゴーヤ
は大きく成長し、グリーンカーテンが出来
上がりました。グリーンカーテンにより直
射日光がさえぎられ、
室内温度の上昇を抑
え、建物の壁などに
熱を蓄積させないた
め節電にもつながり
ました。

　横浜YMCAでは、さまざまな活動を通し、
環境保護への意識を高め、持続可能な社会
の実現を目指していこうと 8 月に「マイボ
トルをもっていこう !」を推奨しペットボト
ルやプラスチック容器の消費削減を図りま
した。今夏の三浦シーサイドアドベンチャー
キャンプでは、マイボトルを活用し 3 泊 4
日でペットボトル240本（ 1 日 1 人 1 本とし
て換算）以上の消費を
削減しました。SDGs
の目標14「海の豊かさ
を守ろう」の取り組み
も進めました。

　各家庭で使い切れない未使用食品を持
ち寄り、それらをまとめてフードバンク
団体や地域の福祉施設・ひとり親家庭な
どに寄贈するフードドライブの活動。湘
南とつか YMCA ではフードドライブ BOX
を設置し、各家庭においてまとめ買いで
買い過ぎてしまったものや備蓄していたが、
使わなかったもの、冠婚葬祭でいただい
た茶葉や菓子などの
食料を受付ています。
食材には受付できる
食品とできない食品
があるため確認の上
ご協力ください。

地球環境に優しい洗剤利用
コンポストで生ごみ再利用

ボランティアが育てたゴーヤ
グリーンカーテンで節電

夏キャンプで取り組んだ
「マイボトルをもっていこう!」

フードドライブBOX設置し
未使用食品をだれかのために

I  am for Zero Waste（ゼロ・ウェイスト）につながる取り組み

▲�「マイボトルをもっていこう!」に取り組んだ（三浦 YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジにて）

アジア・太平洋YMCA同盟（Asia & 
Pacific Alliance of YMCAs：APAY）

　アジア・太平洋地域にある各国・地域
の YMCA が加盟しているのがアジア・太
平洋 YMCA 同盟（Asia & Pacific Alliance of 
YMCAs：APAY 詳細は QR コードにてご覧
ください。）。現在、日本を含め27の国と
地域が加盟しています。アジア・太平洋
地域においてもいくつかの重要課題があ

りますが、「環境と気候変動」
もそのうちのテーマの一つ
として、「I am for Zero Waste」
キャンペーンに取り組みま
す。
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２
月
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら

７
カ
月
が
経
過
し
た
。
横
浜
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
で
は
、
侵
攻
直
後
か
ら
世
界

の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
、
日
本
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

と
連
帯
し
て「YM

CA stands for 
peace; YM

CA w
orks for peace  

 

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
平
和
を
希
求
し
、

平
和
の
た
め
に
働
く
」を
掲
げ
支

援
募
金
や
支
援
活
動
を
展
開
し
て

い
る
。

　

侵
攻
直
後
か
ら
４
月
30
日
ま
で

を
第
１
期
と
し
て「
ウ
ク
ラ
イ
ナ

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
緊
急
支
援
募
金
」を
呼

び
か
け
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

や
周
辺
国
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
爆
撃
地

か
ら
逃
れ
る
人
び
と
の
受
け
入
れ
、

宿
泊
、
食
料
・
衣
料
品
・
衛
生
用

品
の
提
供
な
ど
の
支
援
に
用
い
ら

れ
た
。

　

５
月
か
ら
８
月
末
ま
で
は
日
本

に
避
難
し
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

人
び
と
、
特
に
学
び
や
体
験
に
よ

る
成
長
の
機
会
を
失
う
ユ
ー
ス
や

子
ど
も
た
ち
へ
支
援
を
行
う
た
め

の「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
募
金
」を
展

開
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

人
の
ユ
ー
ス
二
人
が
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
に
勤
務
し
、
横
浜
市
に
避
難
し

て
き
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
び
と
の

生
活
相
談
な
ど
に
あ
た
っ
た
。
ま

た
、
横
浜
市
が
取
り
組
む「
オ
ー

ル
横
浜
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」に
よ

る
生
活
費
と
し
て
の
支
援
金
の
受

け
渡
し
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
カ
フ
ェ
に

お
け
る
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を

行
っ
た
。
行
政
や
市
内
企
業

な
ど
と
と
も
に
支
援
に
取
り

組
ん
だ
。

　

横
浜
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で

は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国
花
で

あ
る
ひ
ま
わ
り（
株
式
会
社

大
和
生
花
店
）や
ウ
ク
ラ
イ

ナ
カ
ラ
ー
で
あ
る
青
色
と
黄

色
の
ハ
ン
カ
チ
や
エ
コ
バ
ッ

グ （
株
式
会
社
近
澤
レ
ー
ス

店
）な
ど
の
協
力
に
よ
る
販

売
を
通
し
て
募
金
の
協
力
を

呼
び
か
け
た
。
ま
た
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
文
化
を
紹
介
し
よ
う

と
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
働
く

ア
リ
ナ
・
ホ
ド
ス
さ
ん
を
中

心
に
学
童
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も

た
ち
や
ユ
ー
ス
な
ど
に
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
紹
介
や
伝
統
の
モ
タ
ン
カ
人

形
づ
く
り
な
ど
を
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ

ス
タ
ー
ズ
の
協
力
に
よ
る
プ
ロ
野

球
観
戦
、
ノ
ジ
マ
ス
テ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
交
流

な
ど
も
行
わ
れ
た
。
５
月
か
ら
８

月
末
ま
で
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
募

金（
第
２
次
）は
、
３
３
３
万
２
４

０
円
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
９
月
か

ら
も
継
続
し
て「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支

援
募
金（
第
３
次
）」を
呼
び
か
け

て
い
る
。
こ
の
募
金
は
主
に
日
本

に
避
難
し
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

人
び
と
の
日
本
国
内
で
の
生
活
支

援
や
子
ど
も
と
ユ
ー
ス
の
成
長
の

機
会
が
守
ら
れ
る
た
め
の
支
援
な

ど
に
用
い
ら
れ
る
。
詳
細
は
4
面

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
専
門
学
校
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
健
康
福
祉
専
門
学
校
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学

校
の
日
本
語
学
科
で
は
、
中
国･

台
湾･

韓
国･

ベ
ト
ナ
ム･

イ
ン

ド･

フ
ィ
リ
ピ
ン･

モ
ン
ゴ
ル･

タ
イ
な
ど
20
の
国
や
地
域
か
ら
１

５
０
人
を
超
え
る
留
学
生
が
学
ん

で
い
る
。

　

学
び
の
成
果
を
発
表
す

る
機
会
と
し
て
、
９
月
２

日
に
オ
ン
ラ
ン
イ
に
て

「
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
専
門
学

校
第
９
回
日
本
語
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
」（
横
浜

ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・

厚
木
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
共
催
）が
行
わ
れ
た
。

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
東
京
日
本
語
学

校（
在
日
本
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
）の
招
待
生
を
含
む
９

人
が
出
場
し
た
。

　

ス
ピ
ー
チ
は「
故
郷
」「
音
楽
の

力
」な
ど
の
テ
ー
マ
で
発
表
が
あ

り
、
最
優
秀
賞
に「
奇
跡
の
よ
う

に
」と
題
し
自
身
に
起
き
た
こ
れ

ま
で
の
奇
跡
を
振
り
返
り
今
の
幸

せ
な
日
を
振
り
返
り
述
べ
た
ヤ

ブ
ッ
ト 

ブ
ラ
イ
ア
ン 

ケ
ネ
ッ
ト

マ
ー
テ
ィ
ン
さ
ん（
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
）、
優
秀
賞
に「
大

吉
」を
発
表
し
た
盧
穎
瑤（
ロ
ー 

ウ
ィ
ン
グ
イ
ウ
）さ
ん（
香
港
・
東

京
日
本
語
）、
株
式
会
社
共
立
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
賞
に
畢
英
俊（
ビ 

イ

ン
ジ
ュ
ン
）さ
ん（
中
国
・
学
院
）、

神
奈
川
県
青
年
国
際
交
流
機
構
賞

に
グ
エ
ン
テ
ィ 

キ
エ
ウ
ヤ
ン
さ

ん（
ベ
ト
ナ
ム
・
学
院
）が
選
ば
れ

表
彰
さ
れ
た
。

第９回日本語スピーチコンテスト
日ごろの学びの成果を披露した ポジティブネットをひろげよう

～今月のよくなる一歩～

好きなことに
　　　熱中してみよう。 　
好きなことに
　　　熱中してみよう。 　

　　（Honesty　誠実さ）　　（Honesty　誠実さ）

 す

 ねっちゅう

Y M C A
N E T W O R K
N E W S

バランスよく食べる

ウクライナ支援募金333万240円が
ユースや子どもたちの学びや体験に

ウクライナ人大学生による相談のサポート
行政・企業との連携による支援などを展開

　1945年に、連合軍総司令官のダグラス・マッカー
サー元帥が神奈川県の厚木飛行場に専用機から降
り立ちました。終戦から幾日もない頃だったよう
に思います。あのパイプを横にくわえタラップを
降りる姿は、今でも目に焼き付いています。その
年の9月頃の新聞に、当時、マッカーサーの常駐
場所であった連合国最高司令部（GHQ）のある東
京・丸の内の第一生命館に天皇陛下が訪問され、
並んで写真に納まっているのを見て、なぜか涙を
禁じ得ませんでした。程なく、戦争犯罪人として、
A 級戦犯（約90人）から B・C 級に至る戦争犯罪人
が逮捕・起訴され処刑されました。
　1946年 、16歳・中学4年。戦時中に文部省令が
改正され、4年で「卒業可」という学制に改められ
最高学年組となりました。幸いなことに学校は戦
災を免れたものの、海軍将校を目指し、広島にあっ
た海軍兵学校予科（略して「予科兵」）に入り、終戦
で戻ってきた元同僚を受け入れ、「組の編成替え」
で希望すれば、4年での卒業も出来ましたが、上
級校への進学準備も整っていなかったため、学校
に残ることにしました。
　1948年、18歳・高 校3年。新 制3年 に 編 入。通
学の列車には買い出しの人でごった返し、その混
雑には閉口しました。窓からの出入りやデッキに
ぶら下がるようにして列車につかまって乗ってい
る人びとがいて、今では考えられない光景が日常
的になっていました。

（横浜とつかワイズメンズクラブ　加藤利榮）

体験を平和につなぐ vol.15
戦後に思う

　季節の変わり目で、体調を崩し
やすくなります。食事は身体の成
長や健康のために大切なことです。
　秋は実りの秋とも言われ、食欲
が旺盛になる季節です。おいしい
からと言って、好きなものばかり
食べたりせず、バランスよく食べ
ましょう。
　三色食品群を参考に、各食品群
から二種類以上を選んで食べるの
が望ましいです。赤色群はタンパ
ク質を含む肉や魚、卵、大豆や大
豆製品、牛乳や乳製品などで主に
体をつくるもとになります。黄色
群は糖質や脂質を含む米やパン類、

芋類、油、砂糖などでエネルギー
のもとになります。緑色群はミネ
ラルやビタミンを含む、野菜や果
物、キノコ類、海藻類などで体の
調子を整えるもとになります。
　一回の食事の中で、出来るだけ
多くの種類の食品を食べて、いろ
いろな栄養素をバランスよく摂れ
るようにしましょう。味や食感、
色のバランスも考えて、おいしい
食事が出来ると良いですね。

（YMCA 山手台保育園アルク
栄養士　伊月理紗）

　

横
浜
市
鶴
見
中
央
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
の

シ
ニ
ア
の
会
で
は
、
９
月
の
防
災
の
日
に

ち
な
ん
で「
横
浜
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
」

（
横
浜
市
）を
見
学
し
た
。

　

防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
、
災
害
シ
ア
タ
ー

に
よ
る
映
像
上
で
の
災
害
体
験
や
地
震
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
震
度
７
の
揺
れ
の

実
体
験
、
消
火
器
の
使
い
方（
写
真
）や
煙

か
ら
の
避
難
行
動
を
体
験
と
と
も
に
学
ん

だ
。
水
害
体
験
で
は
水
深
が
30
㎝
以
上
に

な
る
と
ド
ア
が
開
か
な
く
な
る
体
験
を
行

い
、
早
め
の
避
難
の
必
要
性
を
改
め
て
確

認
し
た
。

　

関
東
大
震
災
か
ら
99
年
を
迎
え
、
一
人

ひ
と
り
の
防
災
意
識
を
高
め
地
域
の
減
災

に
つ
な
げ
て
い
く
。

鶴見中央
防
災
セ
ン
タ
ー
で
災
害

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

※�戦争体験をお伝えいただける方は編集部（本部事務局
広報）へご連絡くださるようお願いいたします。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
に
豊
か
な
成
長
の
で
き
る
機
会
を

提
供
し
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
。
鎌
倉

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
８
月
末
に
、
そ
の
一
環
と

し
て「Am

azon C
yber Robotics  

challenge

」を
開
催
し
、
学
童
ク
ラ
ブ
の

子
ど
も
た
ち
と
ユ
ー
ス
リ
ー
ダ
が
共
に
取

り
組
ん
だ
。

　

Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
が
展
開
す
る「Am

azon 
Cyber Robotics Challenge

」は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
心
の
あ
る
子
ど
も

た
ち
が
学
習
機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う
展
開

さ
れ
て
い
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
を
通

じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
創
造
性
や
問
題
解

決
能
力
を
高
め
、
幼
少
期
か
ら
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ

（
科
学
・
技
術
・
工
学
・
数
学
）分
野
へ
の

興
味
を
喚
起
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
マ
ウ
ス
の

基
本
操
作
か
ら
は
じ
め
た
が
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
完
成
さ
せ
、
画
面
上
の
ロ
ボ
ッ
ト
が

動
き
出
す
と「
で
き
た
」と
笑
顔
に
な
っ
た
。

鎌倉
学
童
ク
ラ
ブ
で

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

▲�ウクライナカフェにて（公財）横浜市国際交流協会が主催する事業時に
保育士を派遣し子どもたちの保育を行った

　（右下）ひまわりの販売を通したウクライナ支援活動

▲左：最優秀賞を受賞したブライアンさん（YMCA国際ビジネス専門学校）
　右：各校からスピーチした学生と審査員、サポートの皆さま
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２
０
２
２
年
４
月
１
日
に
横
須

賀
市
根
岸
町
か
ら
本
町（
京
浜
急

行
線
汐
入
駅
）に
移
転
し
た
横
須

賀
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
新
し
い
地
域
に

お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
や
地

域
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

成
人
を
対
象
に
産
業
交
流
プ
ラ

ザ
に
て
運
動
に
よ
る
認
知
症
予
防

の
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
や
ア
ク
ト
ホ
ー
ル

活
動
③
社
会
貢
献
事
業
へ
の
連
携
・

協
力
④
地
域
社
会
に
お
け
る
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
活
性
化
、
健
康
増
進
⑤

教
育
、
研
究
、
文
化
の
発
展
を
目

的
と
し
た
相
互
支
援
⑥
多
文
化
共

生
社
会
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
⑦
子
ど
も
、

青
少
年
の
健
全
育
成
と
健
康
福
祉

の
充
実
⑧
高
齢
者
、
障
が
い
者
の

支
援
⑨
そ
の
他
、
相
互
に
連
携
・

協
力
が
必
要
と
認
め
ら
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　

協
定
を
締
結
す
る
に
あ
た
り
、

小
池
一
夫
桜
美
林
学
園
理
事
長

は「
こ
の
協
定
を
第
一
歩
と
し
て

さ
ら
な
る
協
力
関
係
を
築
い
て

い
き
た
い
。
と
く
に
教
育
分
野

で
協
力
連
携
を
期
待
す
る
」と
述

べ
た
。
佐
竹
博
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

総
主
事
は「
福
祉
、
幼
児
教
育
、

老
年
学
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

協
働
し
青
少
年
育
成
を
図
り
た

い
」と
今
後
の
期
待
を
語
っ
た
。

の
人
び
と
と
平
和
な
社
会
を
創
る
こ

と
を
目
指
す
目
的
と
願
い
に
賛
同
し
、

そ
の
活
動
を
経
済
的
、
社
会
的
に

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
法
人

に
よ
る
組
織
で
あ
る
。
９
月
９
日
に

は
、
賛
助
会
企
業
が
社
会
貢
献
活

動
の
一
つ
と
し
て
第
１
回
目
か
ら
参

加
し
て
い
る
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ン

の
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
異
業
種
交
流

会
が
開
催
さ
れ
40
人
が
参
加
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
関
田
充
央
氏（
上

野
ト
ラ
ン
ス
テ
ッ
ク
株
式
会
社
）が

開
会
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。
そ
の

後「
一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
る
社

会
を
目
指
し
て
」を
テ
ー
マ
に
太
田

聡
ス
タ
ッ
フ（
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
オ
ル

タ
ナ
テ
ィ
ブ
事
業
部
長
）に
よ
る
学

習
会
を
行
っ
た
。
交
流
会
で
は
、
参

加
者
を
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
各
社
・

各
自
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
や
感
染

症
対
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
協
賛
金
の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
は
多
く
の
協
力
が

あ
っ
た
。
栁
川
正
久
氏（
株
式
会
社

崎
陽
軒
）か
ら
は
賛
助
会
の
活
動
紹

介
が
あ
っ
た
。
最
後
に
、
佐
竹
博
横

浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
総
主
事
が
日
ご
ろ
の
賛

助
会
企
業
か
ら
の
支
援
・
協
力
と

今
回
の
準
備
・
運
営
に
あ
た
っ
た
幹

事
会
社
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
学
校
法
人

桜
美
林
学
園
と
相
互
の
資
源
を
活

用
し
た
連
携
協
力
を
行
う
た
め
の
連

携
協
定
を
９
月
１
日
に
締
結
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
相
互
の
連
携
協
力

の
も
と
、人
的
・
知
的
資
源
の
交
流
、

活
用
を
図
り
、
相
互
に
協
力
し
活

動
の
充
実
と
発
展
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
協
定
に
基

づ
く
連
携
事
項
は
、
①
人
材
育
成
・

教
育
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
・

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
賛
助
会
は
、
横

浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
青
少
年
育
成
や
地
域

人
的
・
知
的
資
源
の
交
流
、活
用
図
る

オ
ン
ラ
イ
ン
異
業
種
交
流
会

学
校
法
人
桜
美
林
学
園
と
連
携
協
定
締
結

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ン
の
た
め
の

に
て
幼
少
器
械
体
操
、
発
達
障
が

い
や
発
達
が
気
に
な
る
子
ど
も
た

ち
に
向
け
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

バ
ラ
ン
ス
ア
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
る
。

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ク
ラ
ス
は
、７
月
・

８
月
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
体
験
会
を
開
催
し
た
。

ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム
や
ボ
ー
ド
ゲ
ー

ム
を
行
い
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
や

仲
間
と
の
関
わ
り
方
を
学

ぶ
機
会
と
し
た
。
発
達
障

が
い
理
解
講
座（
後
援
横

須
賀
市
教
育
委
員
会
・
協

力
横
須
賀
基
督
教
社
会
館
、

衣
笠
病
院
）は
、
毎
月
オ
ン

ラ
イ
ン
で
実
施
し
て
い
る
。

　

新
た
な
地
域
に
お
け
る

地
域
活
動
と
し
て
は
、
朝

祷
会（
毎
月
最
終
土
曜
日
・

午
前
８
時
か
ら
８
時
45
分
）

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し

て
い
る
。
対
外
指
導
は
、

横
須
賀
市
か
ら
の
認
知
症

予
防
教
室
の
指
導
の
受
託

や
三
浦
市
の
幼
稚
園
へ
の
体
育
指

導
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

吉
永
貴
弘
館
長
は「
汐
入
に
移
転

し
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開
と
横
須

賀
市
立
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

し
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
」と
語
っ
た
。

　

次
回
の
発
達
障
が
い
理
解
講
座

は
、
10
月
14
日（
金
）午
前
10
時
か

ら
10
時
45
分
。「
中
学
校
の
選
択
」を

テ
ー
マ
に
行
わ
れ
る
。
詳
細
・
お
申

込
み
は
４
面
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

FLASH NEWS

　私たちのクラブでは、東日本大震災直
後から仙台 YMCA の紹介により、被害の大
きかった山元町の「みやま荘」（高齢者施設）
と「つばめの杜保育所」への支援活動を始め、
今でも続いています。
　当初は、毎年訪ねて、歌や演奏で「お誕
生日会」を盛り上げたりしていましたが、
コロナ禍で訪問ができなくなり、現在は、
クラブの仕事会 TKB（Tsuzuki Kawaii Bachans）
が作成する手作りバースデーカードを毎
月両施設に送付しています。保育所から
届くお礼の手紙には、子どもたちの笑顔
の写真が添えられ、それが何よりの喜び
となっています。訪ねることができる日
を待ち望んでいます。

（横浜つづきワイズメン&ウィメンズクラブ 
　　　　　　　　　会長　今城高之）

東日本大震災復興に心を寄せて
横浜つづきワイズメン&ウィメンズクラブ

ひとかき

総主事総主事
佐 竹 　 博佐 竹 　 博

　
「
な
ん
ぢ
ら
の
中う

ち

、
罪
な
き
者

ま
づ
石
を
擲な

げ
う

て
」は
、
律
法
を
重

ん
じ
る
フ
ァ
リ
サ
イ
派
の
人
び

と
が
、
石
打
の
刑
に
あ
た
る
罪

を
犯
し
た
女
性
を
捕
ら
え
て
き

て
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
前
に

立
た
せ
て
試
し
た
時
、
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
が
発
し
た
言
葉
で
あ

る
。
結
果
、
誰
も
石
を
投
げ
ら

れ
ず
に
そ
の
場
を
立
ち
去
っ
て

し
ま
う
。（
ヨ
ハ
ネ
傳
福
音
書
８

章　

文
語
訳
）

　

痛
ま
し
い
事
件
事
故
が
続
い

て
い
る
。「
船
」「
バ
ス
」な
ど
キ
ー

ワ
ー
ド
だ
け
で
も
報
道
の
内
容

が
思
い
出
さ
れ
る
。
各
種
メ
デ
ィ

ア
の
報
道
で
私
た
ち
は
事
実
と

事
故
の
背
景
を
知
り
、
わ
が
身

に
置
き
換
え
て
身
の
回
り
を
振

り
返
る
。
こ
と
に
私
は
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
諸
活
動
の
準
備
や
実
施

状
況
、
も
し
も
の
対
応
な

ど
を
考
え
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
。
そ
う

い
う
点
か
ら
各
種
メ
デ
ィ
ア
が

競
う
よ
う
に
事
件
事
故
を
掘
り

下
げ
詳
細
に
伝
え
て
く
れ
る
こ

と
は
社
会
に
必
要
な
行
為
な
の

だ
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
事
故
の
悲
惨
さ

と
被
害
に
遭
わ
れ
た
関
係
者
の

方
々
の
沈
痛
な
思
い
を
感
じ
、

私
た
ち
の
活
動
に
お
け
る
備
え

と
さ
せ
て
い
た
だ
く
思
い
で
あ
る
。

　
一
方
、
取
材
の
一
環
で
行
わ
れ

る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
謝
罪

や
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た

今
の
感
情

な
ど
を
繰
り
返
し
聞

く
シ
ー
ン
を
疑
問
に
思
う

こ
と
が
あ
る
。
あ
る
表
現
・

あ
る
表
情
・
あ
る
行
為
に
至
る

ま
で
聞
く
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う

か
。「
視
聴
者
目
線
」と
い
う
自

分
た
ち
が
定
め
た
基
準
を「
皆
が

求
め
て
い
る
」と
し
て
い
な
い
か
。

そ
こ
ま
で
す
る
必
要
が
あ
る
の

か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
重
ね
て
行

わ
れ
る
質
問
は
、
悪
者
と
し
て

際
立
た
せ
て
し
ま
い
、
真
相
究

明
か
ら
遠
ざ
け
、
再
発
防
止
や

警
鐘
、
啓
発
の
効
果
を
薄
め
て

し
ま
う
と
感
じ
る
時
が
あ
る
。

　

質
問
者
に
は「
聞
く
力
」も
求

め
た
い
。「
聴
く
」私
た
ち
は
、

感
情
に
振
り
回
さ
れ
て
は
な
ら

な
い
。
完
璧
な
人
間
な
ど
い
な
い
、

私
た
ち
は
自
ら
も
罪つ

み
び
と人

で
あ
る

こ
と
を
自
覚
し
つ
つ
、
他
者
か

ら
学
ぶ
謙
虚
さ
を
持
ち
た
い
。

投げうて投げうて
られるかられるか

　

横
浜
市
鶴
見
中
央
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
の

シ
ニ
ア
の
会
で
は
、
９
月
の
防
災
の
日
に

ち
な
ん
で「
横
浜
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
」

（
横
浜
市
）を
見
学
し
た
。

　

防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
、
災
害
シ
ア
タ
ー

に
よ
る
映
像
上
で
の
災
害
体
験
や
地
震
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
震
度
７
の
揺
れ
の

実
体
験
、
消
火
器
の
使
い
方（
写
真
）や
煙

か
ら
の
避
難
行
動
を
体
験
と
と
も
に
学
ん

だ
。
水
害
体
験
で
は
水
深
が
30
㎝
以
上
に

な
る
と
ド
ア
が
開
か
な
く
な
る
体
験
を
行

い
、
早
め
の
避
難
の
必
要
性
を
改
め
て
確

認
し
た
。

　

関
東
大
震
災
か
ら
99
年
を
迎
え
、
一
人

ひ
と
り
の
防
災
意
識
を
高
め
地
域
の
減
災

に
つ
な
げ
て
い
く
。

鶴見中央
防
災
セ
ン
タ
ー
で
災
害

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

木
通
昭
、
佐
々
木
諒（
敬
称
略
。

９
月
５
日
ま
で
に
入
金
い
た
だ
い

た
新
規
登
録
の
方
で
す
）。

維

持

会

員

8 月24日に、YMCA 青山学院横浜英和小学
校アフタースクールの子どもたちが、タイ・

バンコク YMCA パヤオセンターの子どもたちと
横浜中央 YMCA にてオンラインで交流した。交
流では、一緒にダンスを踊ったほか、互いに「好
きな色は ?」「好きな食べものは ?」などと質問
し合い、お互いを知り合い、楽しいひと時を
共に過ごした。今後も引き続き、オンライン
での交流を図る。

関東大震災（1923年）では、流言により多
くの朝鮮人が虐殺された。この事実を知っ

てもらい追悼する目的で、個人や団体が「関
東大震災時朝鮮人虐殺の事実を知り追悼する
神奈川実行委員会」を組織し、 9 月 3 日に久保
山墓地（横浜市）にて追悼会を行った。追悼
会では、共同代表を務める佐竹博横浜 YMCA 総
主事があいさつを述べた。

新しい地域にて横須賀ＹＭＣＡの活動を展開
子どもたちの発達に関わるプログラムを実施

発達障がい理解講座で進路選択を考える
10月14日（金）「中学校の選択」学校選びのヒント

▲体験会でソーシャルスキルトレーニングの説明を行う
　（右下）移転後はじめての運営委員会が開催された

▲ 小池一夫桜美林学園理事長（右）と横浜 YMCA
佐竹博総主事
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●新型コロナウイルスの感染・拡大防止のた
め、イベントを延期・中止させていただく場
合があります。（参加費は税込み）

レクチャー
■イングリッシュセミナー
日　時　10月21日（金）午前10時～正午
会　場　オンライン（Zoom）
テーマ 　Japan vs. Iran, Similarities and
　　　　 Stereotypes
参加費　会員1,200円、一般1,500円
申込み　kamakura_info@yokohamaymca.org
問合せ　鎌倉 YMCA　☎0467（24）7859

キリスト教理解
■とつか聖書を学ぶ会
日　時　10月13日（木）午前10時30分～
会　場　湘南とつか YMCA4階404教室
テーマ　聖書を楽しく学ぼう
講　師　 堀野浩嗣氏（横浜戸塚バプテスト教

会牧師）
参加費　無料
問合せ　湘南とつか YMCA　☎045（864）4768
　　　　ymsports@yokohamaymca.org
■聖書に聞く「新約聖書のイエス」
日　時　10月18日（火）午後2時30分～

会　場　横須賀 YMCA・オンライン（Zoom）
ナビゲーター
　　　　 横溝健正（横須賀第一キリストの教

会牧師）・窪田秀幸（日本基督教団久
里浜教会牧師）

参加費　無料
問合せ　横須賀 YMCA　☎046（854）5126

イベント
■ SDGs ジュニアリーダー養成キャンプ
日　時　10月8日（土）～10日（月）
会　場　三浦 YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ
対　象　中学生～高校生
内　容　 「海」というフィールドにて、体験を

通して、SDGs の本質を考えます。
参加費　24,000円
詳細・お申込みは QR コードまたは、
https://bit.ly/3bWXFoN をご覧ください。
■発達障がい理解講座
日　時　10月14日（金）
　　　　午前10時～10時45分
会　場　オンライン（Zoom）・藤沢 YMCA
内　容　進路選択講座　中学校の選択
参加費　無料
申込み　QR コードまたは、
https://bit.ly/3LfTDVGをご覧ください。
問合せ　横須賀 YMCA　☎046（854）5126

子育て支援
■プレママDay
日　時　10月4日（火）・11月8日（火）
　　　　午前10時30分～11時30分
会　場　金沢区地域子育て支援拠点とことこ
対　象　第1子妊娠中の方
内　容　タッチケア体験とおしゃべりタイム
問合せ　金沢区地域子育て支援拠点とことこ
　　　　☎045（780）3205
■横浜子育てサポートシステム入会説明会
日　時　10月12日（水） 午後2時～3時
　　　　 23日（日） 午前10時15分～11時15分・

午後2時～3時
会　場　中区地域子育て支援拠点のんびりんこ
対　象　 横浜子育てサポートシステムに入会

を考えている方
問合せ　 横浜子育てサポートシステム中区支

部事務局　☎045（663）0676
■横浜子育てサポートシステム入会説明会
日　時　10月18日（火） 午後1時30分～
　　　　2時30分
会　場　金沢区地域子育て支援拠点とことこ
対　象　 横浜子育てサポートシステムに入会

を考えている方
問合せ　横浜子育てサポートシステム金沢区
支部事務局　☎045（352）7110

学校説明会
■横浜 YMCA 学院専門学校
日　時　10月8日（土）・22日（土）午後1時～
内　容　国際情報ビジネス科学校説明会
申込み　☎045（661）0080
詳細は https://bit.ly/3tAXhBP
または QR コードをご覧ください。
■ YMCA 健康福祉専門学校
日　時　10月1日（土）・15日（土）・29日（土）
　　　　午前9時30分～/ 午後2時～
内　容　オープンキャンパス
申込み　☎046（223）1441
詳細は  https://bit.ly/3OaLjr1
または QR コードをご覧ください。
■横浜 YMCAスポーツ専門学校
日　時  10月1日（土）午後2時～4時
内　容　学校・入試説明会
申込み　☎045（864）4990
詳細は https://bit.ly/3k50tkH 
または QR コードをご覧ください。

【訂正して、お詫びします】
YMCA NEWS 9月号 1面「ホドス」の記事で「ロ
シアに攻め込む今のウクライナに話が移りま
した。」とあるのは、「ロシアが攻め込む今の
ウクライナに話が移りました。」の誤りでした。

子ども支援（BAPY）基金
～すべての子どもに公平な機会を～

　横浜 YMCA 子ども支援（BAPY）基金は、YMCA の諸活動に経済的な
理由等により、参加することができない子どもたち（青少年）に対し
て、費 用 の 一 部 ま た は 全 額 を 援 助 し て い ま す。BAPY と は �Be A 
Partner of the Youth� の頭文字で「子どもたちのパートナーになろう」
という意味が込められています。この基金は、寄附により成
り立っており、多くの方々のご協力により支えられています。
基金の申請、募金方法については、https://bit.ly/ 3 xjvdof
QR コードまたはお近くの YMCA にお問合せください。
冬季プログラム基金申請受付期間：2022年11月18日（金）まで

第25回横浜 YMCA
インターナショナル・チャリティーラン

　横浜 YMCA インターナショナル・チャリ
ティーランは、障がいのある方への理解を
深め、障がいのある子どもたちがキャンプ
などに参加する機会を提供しようという大
会趣旨のもと実施しています。今年はオン
ライン大会とリアル大会にて開催いたしま
す。詳細はhttps://bit.ly/ 3QNlz 4 x
またはQRコードをご覧ください。
■オリジナルグッズ募金
チャリティーランTシャツ（半袖・
長袖）の売り上げの一部が募金となります。
特設サイトにてご購入ください。

ウクライナ支援募金
　横浜 YMCA ではウクライナ支援募金を受け
付けています。第 3 次募金期間：
2023年 3 月31日まで
詳 細 は http://bit.ly/ 3 sKNfxy ま た
は QR コードをご覧ください。

安心して施設をご利用いただくため、
日常的な消毒清掃、扉や窓の開放等の
感染予防対策を行っています。

ウイルス感染防止対策の
取り組み

み
つ
け
ら
れ
︑
つ
な
げ
ら
れ
︑

よ
い
こ
と
に
加
え
て
も
ら
う

大
野
　
高
志

横
須
賀
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運
営
委
員

　

昨
年
、
横
須
賀
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
運
営
委
員

に
加
え
て
い
た
だ
い
た
時
、「
こ
ん
な
自

分
で
は
お
役
に
立
た
な
い
の
に
」と
の
思

い
と
同
時
に「
こ
ん
な
自
分
を
、
こ
ん
な

に
も
広
い
働
き
の
仲
間
と
し
て
い
た
だ
い

た
」と
の
感
慨
が
押
し
寄
せ
ま
し
た
。
私

と
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
の
つ
な
が
り
は
、
い
つ
も

「
与
え
ら
れ
、
導
か
れ
た
恵
み
」で
あ
っ
た

こ
と
を
思
い
返
し
ま
す
。

　

い
と
こ
に
勧
め
ら
れ
た
ま
ま
に
、
進
学

し
た
大
学
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
訪
ね
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
の
片
隅
に
あ
る
古
い
チ
ャ
ペ

ル
で
の
読
書
会
。
華
や
か
な
サ
ー
ク
ル
活

動
へ
の
期
待
と
は〝
裏
腹
〞に
、
４
年
を
折

り
返
し
て
学
部
に
在
籍
し
て
い
る
先
輩
と

理
工
学
の
大
学
院
生
が
二
人
で
、
経
済
学

の
教
授
と
丸
山
真
男（
日
本
の
政
治
学
者
）

を
読
ん
で
い
る
の
で
す
。
私
に
は
、
ち
ん

ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん
で
、
や
が
て
出
席
し
な
く

な
り
ま
し
た
。
す
る
と
す
ぐ
に
、
そ
の
先

輩
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
来
ま
し
た
。「
学

生
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
企
画
は
都
市
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の

協
力
な
く
し
て
は
あ
り
え
な
い
、
あ
い
さ

つ
に
行
こ
う
」と
。
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
所

属
大
学
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
委
員
長
の
肩
書
き
を

与
え
ら
れ
、
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
の「
活

動
推
進
協
議
委
員
」と
な
ら
さ
れ
、
私
は

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
や
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
会
合
な
ど
に
連
れ
て
行
か
れ
ま
し
た
。

　

お
か
げ
で
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
早
天
祈

祷
会
に
も
出
席
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

神
学
校
に
進
む
た
め
転
居
す
る
朝
も
、
こ

の
祈
祷
会
で
祈
っ
て
送
り
出
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
、
そ
こ
で
、
当

時
の
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
総
主
事
の
井
口
延
さ

ん
と
出
会
い
ま
し
た
。
牧
師
と
し
て
、
任

地
に
悩
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
の
総
主
事
と
な
っ
て
お
ら

れ
た
井
口
さ
ん
に
電
話
し
ま
し
た
。
す
る

と
一
緒
に
働
か
な
い
か
と
、
ご
自
身
が
理

事
長
を
し
て
お
ら
れ
た
横
須
賀
の
衣
笠
病

院（
現
在
の
勤
務
先
）に
お
誘
い
く
だ
さ
っ

た
の
で
す
。
そ
れ
は
戦
後
、
数
々
の
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
の
諸
先
達
が
運
営
の
核
に
な
っ
て
導

い
た
病
院
へ
の
巡
り
合
わ
せ
で
し
た
。

　

初
め
て
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
会
員
総
会
に

出
席
し
た
時
、
本
当
に
血
が
沸
き
ま
し
た
。

言
葉
を
働
き
に
し
、
働
き
を
言
葉
に
す
る

の
が
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
あ
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
運
動
体
と
し
て
の
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
の
底
力
を
観
た
思
い
で
し
た
。

私
は
こ
こ
に
い
の
ち
を
み
つ
け
て

も
ら
っ
た
一
人
な
の
で
し
ょ
う
。

小
さ
な
私
を
大
き
な
働
き
に
つ
な

げ
て
く
れ
る
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
。
こ
れ
か

ら
も
こ
の
運
動
に
勇
気
づ
け
ら
れ
、

用
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う
出
会
い

を
重
ね
た
い
と
思
い
ま
す
。

▶デスクペン　10月は中学生・高校生対象の「SDGsジュニアリーダー養成キャンプ」や障がいのある方への理解を深め、障がいのある子どもたちがキャンプなどに参加する機会を提供しようと「横浜 YMCAインターナショナル・チャリティーラン」が行われます。（直）
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▲ 横浜 YMCA 創立130周年 平和の鐘設
置記念礼拝にて上海・光州・横浜
YMCA の関係者とともに（2 列目左
から 4 人目。2014年・富士山YMCA）


